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実習：教科書 046〜049 参考に、231 ページ「倫理規定の練習問題②」の「6 安全性とデータ」
を考えてみましょう。技術者としてどのような姿勢をとるべきかを考え、「報告書」のストーリー
をまとめてください。 
 
【状況】 

231 ページ「倫理規定の練習問題②」の「6 安全性とデータ」参照。 
【条件】 
１ 対象 

勤務するメーカーのスマートフォン事業部宛報告書の内容を検討する会議の部⾨内参加者 
２ ⽬的 
  品質管理部⾨としての品質チェック結果報告書の作成⽅針を決定する品質管理部⾨内会議に
て使⽤する資料として、報告書記載内容の⾻⼦を可視化する。 
３ ユースケース 
  製造物責任および説明責任、ならびに組織内技術者としての業務の両⽴ 
４ 本講義の主題は A〜D です。 

A 伝える情報を整理する 
B 報告のゴールを設定する（理解、同意、態度変容 など） 
C 対象者とその認識の現状を設定し、ゴールとのギャップを把握する 
D ギャップを埋めてゴールへとアプローチするストーリーを描く 
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ゴール設定 
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ギャップを埋めゴールへとアプローチするストーリー 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


